
1 

 

 

歪
ん
だ
政
治
主
導
に
よ
る
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
」
と
賦
課
金
負
担
軽
減
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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菅
政
権
は
、「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る

特
別
措
置
法
案
」
（
以
下
「
本
法
案
」
と
い
う
。
）
の
閣
議
決
定
を
東
日
本
大
震
災
の

当
日
、
三
月
十
一
日
に
行
っ
た
。
本
法
案
に
対
し
て
は
、
三
月
九
日
に
開
催
し
た
公

明
党
経
済
産
業
部
会
に
お
い
て
、
電
力
多
消
費
業
種
で
あ
る
普
通
電
炉
業
界
、
特
殊

鋼
業
界
、
鋳
造
業
界
及
び
ソ
ー
ダ
業
界
か
ら
、
本
法
律
が
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
の
経
営
・

雇
用
に
及
ぼ
す
影
響
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
律
の
枞
内
で
の
負
担
軽
減
策
を
設

け
る
こ
と
に
対
す
る
強
い
要
望
及
び
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

本
法
案
は
そ
の
声
を
無
視
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
菅
総
理
大
臣
は
五
月
二
十
六
日
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ

８
サ
ミ
ッ
ト
）
に
お
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
割
合
を
「
二
〇
二

〇
年
代
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
尐
な
く
と
も
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
水

準
」
に
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
比
率
の
引
上
げ
自
体
は
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
目
標
の
変

更
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
予
想

さ
れ
る
電
気
料
金
自
体
の
引
上
げ
が
、
本
法
案
に
よ
り
導
入
を
目
指
す
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
が
全
く
明
ら

か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
民
か
ら
は
自
ら
の
電
気
料
金
負
担
に
直
結
す
る
こ
と
で
あ

る
が
故
に
、
当
該
制
度
導
入
の
前
提
条
件
の
明
示
を
求
め
る
声
が
あ
る
。
加
え
て
、

枝
野
官
房
長
官
が
東
京
電
力
の
「
送
発
電
分
離
」
に
唐
突
に
言
及
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
本
法
案
の
審
議
の
前
提
条
件
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
次
々

に
公
表
・
言
及
し
な
が
ら
も
、
そ
の
詳
細
を
全
く
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、
本
法
案

の
審
議
に
入
ろ
う
と
す
る
民
主
党
・
菅
政
権
の
現
状
は
国
民
に
は
「
歪
ん
だ
政
治
主

導
」
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

質 

問 

                    

政 

府 

回 

答 



2 

 

    

一 

ド
イ
ツ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
気
の
固
定
価
格
買
取
制
度
に
お

い
て
は
、
電
気
使
用
原
単
位
が
高
く
、
電
気
使
用
量
が
き
わ
め
て
大
き
な
事
業
者
に

対
し
て
は
、
電
力
料
金
の
賦
課
金
に
対
し
、
八
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
九
十
八
パ
ー

セ
ン
ト
の
負
担
軽
減
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
の
軽
減
措
置
の
基
準
で
あ

る
、
①
総
付
加
価
値
中
の
電
力
コ
ス
ト
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
及
び
②
年
間
電
力
消

費
量
十
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
時
以
上
を
我
が
国
企
業
に
当
て
は
め
た
場
合
の
該
当
企
業
数

及
び
そ
の
業
種
構
成
（
尐
な
く
と
も
、
電
炉
業
、
鋳
造
業
、
苛
性
ソ
ー
ダ
業
、
そ
の

他
製
造
業
、
鉄
道
業
、
そ
の
他
産
業
等
に
区
分
さ
れ
た
い
）
は
ど
の
よ
う
に
な
る
と

推
計
さ
れ
る
か
。
算
定
の
根
拠
と
と
も
に
示
さ
れ
た
い
。
こ
の
よ
う
な
軽
減
措
置
は

従
来
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
し
推
計
で
き
な
い
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
な
ぜ
今
ま
で
推
計
し
て
こ
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
そ
の
理
由
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。 

 

二 

一
で
推
計
し
た
企
業
に
対
し
、
ド
イ
ツ
と
同
様
に
、
賦
課
金
の
八
十
八
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
九
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
負
担
軽
減
措
置
を
実
施
し
た
場
合
、
制
度
導
入
十

年
後
の
ピ
ー
ク
時
に
お
い
て
ど
の
程
度
の
軽
減
額
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
か
。
総
額

及
び
一
の
業
種
区
分
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
軽
減
額
は
賦

課
金
総
額
に
対
し
、
ど
の
程
度
の
構
成
比
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
か
、
一
の
業
種
区

分
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
お
、
推
計
に
当
た
っ
て
は
、
経
済
産
業
省
が
昨

年
七
月
二
十
三
日
に
発
表
し
た
中
間
と
り
ま
と
め
ベ
ー
ス
の
オ
プ
シ
ョ
ン
四
の
系

統
安
定
対
策
を
含
ま
な
い
ベ
ー
ス
及
び
含
む
ベ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
計
算
さ
れ
た
い
。

こ
の
よ
う
な
軽
減
措
置
は
従
来
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
し
推

計
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
今
ま
で
推
計
し
て
こ
な
か
っ
た
の
か
に
つ

い
て
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

  

三 

二
の
軽
減
額
を
他
の
電
力
需
要
家
に
上
乗
せ
し
た
場
合
、
制
度
導
入
十
年
後
の

ピ
ー
ク
時
の
賦
課
金
額
〇
・
五
〇
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
が
ど
の
程
度
上
昇
し
、
一
般

家
庭
の
負
担
が
ど
の
程
度
増
加
す
る
と
推
計
さ
れ
る
か
。
計
算
根
拠
と
と
も
に
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

             

 

 

質 

問 

 

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て 

 

御
指
摘
の
「
推
計
」
を
行
う
た
め
に
は
、
個
別
企
業
の
電
力
購
入
量
及
び
総
付
加
価
値

中
の
電
力
コ
ス
ト
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
推
計
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
国
は
こ
れ
ら

を
網
羅
的
に
把
握
す
る
こ
と
と
は
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
現
時
点
で
お
示
し
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

た
だ
し
、
例
え
ば
電
炉
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
業
界
団
体
か
ら
聴
取
し
た
当
該
業
界
団

体
に
属
す
る
企
業
の
電
力
購
入
量
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
当
該
業
界
団
体
に
属
す
る
四
十
七

社
の
全
て
が
御
指
摘
の
「
ド
イ
ツ
で
の
軽
減
措
置
の
基
準
」
に
該
当
し
て
い
る
と
仮
定
し

た
上
で
、
そ
の
賦
課
金
の
負
担
を
九
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
減
ず
る
こ
と
と
し
て
試
算
を
行
え

ば
、
二
千
二
十
年
度
に
お
け
る
負
担
軽
減
総
額
は
約
八
十
三
億
円
と
な
り
、
賦
課
金
総
額

の
約
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
ま
た
、
仮
に
こ
の
負
担
軽
減
分
を
他
の
者
か
ら
回

収
し
た
場
合
に
は
、
同
年
度
の
賦
課
金
額
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
〇
・
五
〇
円
か
ら
約

〇
・
〇
一
円
程
度
上
昇
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
般
家
庭
に
お
い
て
は
、
月
当
た
り
百
五
十

円
と
さ
れ
る
負
担
額
が
二
円
か
ら
三
円
程
度
上
昇
す
る
と
推
計
さ
れ
る
。 

      
 

 

政 

府 

回 

答 
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四 

二
の
軽
減
額
を
毎
年
度
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
会
計
か
ら
、
本
法
案
に
規
定
す
る

「
費
用
負
担
調
整
機
関
」
に
対
し
て
予
算
措
置
を
講
じ
、
当
該
「
費
用
負
担
調
整
機

関
」
か
ら
電
気
事
業
者
が
そ
の
軽
減
し
た
賦
課
金
に
相
当
す
る
金
額
を
受
領
す
る
こ

と
に
し
た
場
合
、
法
制
上
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
の
か
。 

 

     

五 

デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
気
の
固
定
価
格

買
取
制
度
に
お
い
て
電
気
使
用
量
の
き
わ
め
て
大
き
な
事
業
者
に
対
す
る
負
担
軽

減
措
置
を
導
入
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
そ
の
制
度
の
概
要
（
対
象
業
種
、
対
象
企
業

数
、
全
体
に
占
め
る
軽
減
額
の
比
率
な
ど
）
に
つ
い
て
政
府
の
把
握
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

   

六 

三
月
九
日
の
公
明
党
経
済
産
業
部
会
に
お
い
て
、
細
野
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長

官
か
ら
、
「
一
部
の
業
種
・
企
業
に
軽
減
策
を
実
施
す
る
と
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る

の
で
実
施
で
き
な
い
。」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
何
故
、
ド
イ
ツ
や
デ
ン
マ
ー
ク

で
は
軽
減
策
が
実
施
で
き
て
、
我
が
国
で
は
「
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
」
の
か
。
ど

の
よ
う
な
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
て
き
て
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
の
か
、
具

体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質 

問 
 

 

四
に
つ
い
て 

 

御
指
摘
の
「
予
算
措
置
」
の
内
容
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
仮
に
「
軽
減
し
た

賦
課
金
に
相
当
す
る
金
額
」
に
つ
い
て
「
本
法
案
に
規
定
す
る
「
費
用
負
担
調
整
機
関
」
」

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
か
ら
支
出
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
特
別
会
計

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
八
十
五
条
に
規
定
す
る
目
的
に
仮

に
合
致
す
る
と
解
釈
で
き
る
と
し
て
も
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九

年
政
令
第
百
二
十
四
号
）
第
五
十
条
又
は
第
五
十
一
条
に
規
定
す
る
措
置
等
の
中
で
合
致

す
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
、「
軽
減
し
た
賦
課
金
に
相
当
す
る
金
額
」
に
つ
い
て
毎
年
度
確

実
に
予
算
を
充
当
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
担
保
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

五
に
つ
い
て 

 

デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
固
定
価
格
買
取
制
度
に
伴
う
賦
課
金
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
連
す
る
研
究
開
発
に
要
す
る
費
用
等
と
併
せ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
・
オ
ブ
リ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
名
称
の
料
金
（
以
下
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
・
オ
ブ
リ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
料
金
」
と
い
う
。
）
と
し
て
電
気
料
金
と
同
時
に
回
収
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
年
間
の
電
力
需
要
量
が
一
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
を
超
え
る
需
要
家
に
対
し
て
、
当
該
超

過
部
分
に
適
用
さ
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
・
オ
ブ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
料
金
が
、
約
五

十
パ
ー
セ
ン
ト
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る 

  
六
に
つ
い
て 

 
仮
に
一
部
の
業
種
・
企
業
に
軽
減
策
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
当
該
軽
減
策
の
対
象
に

な
ら
な
か
っ
た
者
か
ら
、
そ
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
要
望
が
出
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。 

 

こ
の
た
め
、
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制

度
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
制
度
の
運
営
に
よ
っ
て
発
生
す
る
国
民
負
担
は
、
電
力
需
要

家
の
態
様
に
か
か
わ
ら
ず
電
力
使
用
量
に
応
じ
て
一
律
に
負
担
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。 

政 

府 

回 

答 
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七 

産
業
界
の
強
い
要
望
が
あ
り
な
が
ら
も
四
の
と
お
り
の
負
担
軽
減
方
式
を
検

討
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
経
済
産
業
省
は
、「
民
主
党
の
方
針
と
し
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
振
興
に
予
算
を
投
入
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
」
こ
と

を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
片
の
原
則
で
産
業
界
の
要
望
及
び
意
見
を
無
視
す

る
こ
と
は
、
歪
ん
だ
政
治
主
導
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
我
が
国
の
産
業
競
争
力
を

大
き
く
損
な
い
、
「
雇
用
が
第
一
」
を
標
榜
す
る
菅
政
権
の
方
針
と
大
き
く
矛
盾
す

る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

八 

そ
も
そ
も
、
制
度
導
入
後
十
年
か
ら
二
十
年
に
わ
た
る
電
気
料
金
の
賦
課
制
度

を
根
本
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
の
検
討
に
当
た
っ

て
の
前
提
条
件
が
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、
大
き
く
変

容
し
て
い
る
と
国
民
は
感
じ
て
い
る
。
今
回
の
震
災
及
び
事
故
に
よ
り
、
今
後
中
期

的
な
電
気
料
金
の
見
通
し
等
の
前
提
条
件
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。
本
法
案

を
審
議
す
る
前
提
と
し
て
当
然
試
算
さ
れ
て
い
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
国
民
に
わ
か

る
形
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

九 

菅
総
理
大
臣
が
五
月
二
十
六
日
に
フ
ラ
ン
ス
で
発
表
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
割
合
の
将
来
目
標
に
つ
い
て
、
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
、
小
水
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

当
該
目
標
の
変
更
に
よ
り
、
経
済
産
業
省
が
今
ま
で
国
民
に
説
明
し
て
き
た
「
制
度

導
入
十
年
後
の
ピ
ー
ク
時
の
賦
課
金
額
〇
・
五
〇
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
」
、「
住
宅
用

太
陽
電
池
か
ら
の
電
気
は
全
量
買
取
で
は
な
く
余
剰
買
取
と
す
る
」
及
び
「
多
額
な

系
統
安
定
対
策
は
行
わ
な
い
範
囲
と
す
る
」
と
い
っ
た
前
提
条
件
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
か
。
本
法
案
を
審
議
す
る
前
提
と
し
て
当
然
試
算
・
検
討
さ
れ
て
い
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
国
民
に
わ
か
る
形
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質 

問 
 

 

七
に
つ
い
て 

 

経
済
産
業
省
と
し
て
は
、「
産
業
界
の
強
い
要
望
が
あ
り
な
が
ら
も
四
の
と
お
り
の
負
担

軽
減
方
式
を
検
討
し
な
か
っ
た
理
由
」
と
し
て
、
御
指
摘
の
「
民
主
党
の
方
針
と
し
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
振
興
に
予
算
を
投
入
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
」
こ
と

を
挙
げ
た
事
実
は
な
い
。 

 

  

八
に
つ
い
て 

 

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
原
子
力
発
電
所
が
停
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
電
電

力
量
に
占
め
る
原
子
力
に
よ
る
発
電
量
の
比
率
が
低
下
す
れ
ば
、
発
電
コ
ス
ト
が
上
昇
し
、

電
気
料
金
を
引
き
上
げ
る
要
因
と
な
る
。
一
方
、
事
業
者
に
よ
る
経
営
効
率
化
と
経
費
削

減
等
の
取
組
が
進
展
す
れ
ば
、
こ
れ
は
電
気
料
金
を
引
き
下
げ
る
要
因
と
な
る
。
電
気
料

金
の
水
準
は
様
々
な
要
因
に
よ
り
変
動
す
る
た
め
、
中
長
期
的
な
料
金
の
水
準
を
見
通
す

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

九
に
つ
い
て 

 

御
指
摘
の
「
将
来
目
標
」
が
、
本
年
五
月
二
十
六
日
及
び
二
十
七
日
に
開
か
れ
た
主
要

国
首
脳
会
議
に
お
け
る
菅
内
閣
総
理
大
臣
の
「
発
電
電
力
量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
割
合
を
、
二
千
二
十
年
代
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
尐
な
く
と
も
二
十
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
る
水
準
と
な
る
よ
う
、
大
胆
な
技
術
革
新
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
の
発
言

の
中
で
の
も
の
を
指
す
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
向
け

た
決
意
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
の
方
針
を
出
し
た
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
、「
本
法
案
」
に
係
る
御
指
摘
の
「
前
提
条
件
」
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。。 

  

政 

府 

回 

答 
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十 

枝
野
官
房
長
官
が
東
京
電
力
の
「
送
発
電
分
離
」
に
言
及
し
て
い
る
が
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
は
、
制
度
導
入
後
十
年
か
ら
二
十
年
に
わ

た
る
電
気
料
金
の
賦
課
制
度
を
根
本
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
電
気
事
業
者
の
「
送
発

電
の
分
離
」
は
大
き
く
影
響
を
与
え
る
問
題
で
あ
る
。
政
府
が
「
送
発
電
分
離
」
を

東
京
電
力
に
限
っ
て
検
討
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
電
気
事
業
者
を
含
め
て
検
討

す
る
の
か
を
含
め
、
本
法
案
を
審
議
す
る
前
提
と
し
て
、
そ
の
基
本
的
考
え
方
及
び

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
当
然

明
示
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
国
民
に
わ
か
る
形
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

  
 

右
質
問
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質 

問 
 

 

十
に
つ
い
て 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
今
後
、
抜
本
的
な
検
討

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
送
発
電
分
離
」
を
含
む
電
気
事
業
制
度

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
全
体
の
議
論
の
中
で
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
。 

  

政 

府 

回 

答 


